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平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

1

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　平成27年度の財政力指数は，厳しい財政状況にある中で，0.60と前年度と同水準を保つことができました。
　引き続き，時代の変化に柔軟に対応した効果的かつ効率的な財源の配分や無駄のない予算執行を行うことで財政の健
全化に努め，自立性の高い財政基盤の確立を図ってまいります。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

予算編成説明会 市の財政状況，予算編成方針の説明 回

4,186

執行率 59.04 ％ 62.52 ％ 96.51 ％ 87.92 ％ 84.86 ％ 100 ％

予算額計 1,233 1,230 9,289 1,192 3,263

4,186

実績額計 728 769 8,965 1,048 2,769 4,186

一般財源 728 769 8,965 1,048 2,769

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 0.61 0.60

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 0.79 0.70

事業全体としての課題

　厳しさを増す財政状況を踏まえ，社会情勢の変化に対応した予算編成の在り方や受益者負担及び補助金等
の見直しを進め，経費の削減と重点的・効率的な予算配分に努めながら，歳入規模に見合った歳出構造の徹
底を図るとともに，プライマリーバランスに留意した将来を見据えた財政計画を策定する等，より一層の財
政健全化の取り組みが必要となっています。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

財政力指数
厳しい財政状況を踏まえ，財源不足の解消と将来にわた
る健全な財政運営を行うため。
　基準財政収入額÷基準財政需要額の3ヵ年平均

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　市の各種施策を実施するための予算編成を行い，予算が適正に執行されているかを管理するとともに，財
政計画の策定，財務書類の作成，地方交付税に関する事務等，財政に関する事務を行います。

事　業　の　概　要

目 ０３　財政管理費

主な内訳 旅費，需用費，役務費，委託料

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
12

財政事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

1,202,507

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　防災無線整備事業等の実施にあたり，適正な基金の運用を図ることができました。今後においても各種事業計画との
整合性を図りながら計画的に基金を運用し，財政負担の平準化による財政調整機能の充実に取り組んでまいります。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

公共施設整備基金費残高 各年度末の公共施設整備基金費残高 千円

1,386

執行率 100 ％ 100 ％ 96.66 ％ 100 ％ 98.65 ％ 100 ％

予算額計 239,785 534,972 1,557 1,601 1,558

0

実績額計 239,785 534,972 1,505 1,601 1,537 1,386

一般財源 238,596 533,428 0 0 0

0 0 0

その他 1,189 1,544 1,505 1,601 1,537 1,386

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 △8.29 △9.03

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 25 25

事業全体としての課題
　今後も厳しい財政状況が続くことが予想される中，各種計画と連動し，適正かつ安定的に基金を確保して
いく必要があります。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

公共施設整備基金の確保 前年度公共施設整備基金に対する増加率

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　公用または公共用に供する施設整備の資金とするため，基金に積立てを行い，安定的な財政運営の維持に
努めます。

事　業　の　概　要

地方自治法第241条，石岡市基金条例
目 ０３　公共施設整備基金費

主な内訳 積立金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
23

公共施設整備基金費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １３　諸支出金

項 ０１　基金費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成26年度

実績値

309,699

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　健全化判断比率等を考慮し，引き続き起債残高を適切な範囲で抑制していくとともに，財政計画に基づき，市債の効
果的な活用を図っていきます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

利子償還額 年間の利子償還額 千円

304,570

執行率 98.33 ％ 99.32 ％ 99.12 ％ 99.30% 99.20% 100 ％

予算額計 439,160 415,807 381,562 351,448 312,207

304,570

実績額計 431,805 412,994 378,196 348,996 309,699 304,570

一般財源 431,805 412,994 378,196 348,996 309,699

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 10 9.4

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 18 18

事業全体としての課題
　負担の世代間公平の原則から地方債の活用を図っていますが，地方債残高は増加傾向にあり，その対応が
課題となっています。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

実質公債費比率
起債元利償還金実質負担額÷（標準税収入額等＋普通交
付税収入）

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　建設事業等のため起債した利子償還金を支払うための経費です。事　業　の　概　要

目 ０２　利子

主な内訳 償還金利子及び割引料

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
235

利子償還費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １２　公債費

項 ０１　公債費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成26年度

実績値

998,208

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　減債基金の取り崩しはありませんでしたが，引き続き，地方債現在高の状況及び公債費負担の今後の見通しに応じ
て，計画的な積立てを行い，将来の償還財源の計画的な確保を図ってまいります。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

減債基金費残高 各年度末の減債基金費残高 千円

730

執行率 93.17 ％ 83.8 ％ 89.81 ％ 100 ％ 97.72 ％ 100 ％

予算額計 1,465 938 785 746 747

0

実績額計 1,365 786 705 746 730 730

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0

その他 1,365 786 705 746 730 730

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 3.4 3.3

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 3 3

事業全体としての課題
　経費節減により財源を生み出さないと基金への積立てができないため，行財政改革の推進や予算編成作業
を通じて，経費節減の取組みを推進する必要があります。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

減債基金の確保
計画的，効果的な財政運営に努め，基金の安定的な確保
を図ります。
　減債基金÷普通会計地方債現在高

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　市債の償還に必要な財源を確保し，将来にわたる市財政の健全な運営に資するため，基金へ積立てを行い
ます。

事　業　の　概　要

地方自治法第241条，石岡市基金条例
目 ０２　減債基金費

主な内訳 積立金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
236

減債基金費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １３　諸支出金

項 ０１　基金費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成26年度

実績値

24,108

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　予備費充用については，不測の事態に対応するための必要最小限の経費とし，充用件数を抑制するように努めます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

予備費充用金額 予算が不足し，予備費を充用した金額 千円

30,000

執行率 0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％ 100 ％

予算額計 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

30,000

実績額計 0 0 0 0 0 30,000

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 31 27

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 35 29

事業全体としての課題 　各担当課における緊急的な不測の事態により，予備費の充用件数・金額が多くなる傾向がみられます。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

予備費充用件数 予算が不足し，予備費を充用した件数

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
緊急的な不足予算に対応します。

　年度途中に発生する不測の事態等に対応するため，地方自治法において予算の計上が義務付けられている
予備費の執行管理を行います。

事　業　の　概　要

地方自治法第217条
目 ０１　予備費

主な内訳

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
237

予備費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １４　予備費

項 ０１　予備費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成26年度

実績値

3,013,886

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　財政調整基金の取り崩しはありませんでしたが，昨今の社会経済情勢の変化や大規模災害等を踏まえ，不測の事態に
備えた年度間の財政調整機能の確保に努めてまいります。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

財政調整基金費残高 各年度末の財政調整基金費残高 千円

2,315

執行率 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％

予算額計 534,319 378,799 361,043 320,749 22,023

0

実績額計 534,305 378,799 361,043 320,749 22,023 2,315

一般財源 531,552 376,087 358,372 318,409 19,611

0 0 0

その他 2,753 2,712 2,671 2,340 2,412 2,315

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 15.03 16.52

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 8 8

事業全体としての課題 　今後の財政状況を踏まえ，安定的に基金を確保することです。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

財政調整基金の確保
計画的，効果的な財政運営に努め，基金の安定的な確保
を図ります。
　財政調整基金÷標準財政規模

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　年度間の財源不足に対応するため，決算余剰金などを積立て，財源が不足する年度に当該基金を活用し，
円滑で健全な財政運営を図ります。

事　業　の　概　要

地方自治法第241条，石岡市基金条例
目 ０１　財政調整基金費

主な内訳 積立金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
342

財政調整基金費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １３　諸支出金

項 ０１　基金費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

実績値

32,686,252

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　健全化判断比率等を考慮し，引き続き起債残高を適切な範囲で抑制していくとともに，財政計画に基づき市債の効率
的な活用を図っていきます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

地方債残高 各年度末の一般会計地方債残高 千円

2,633,955

執行率 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％

予算額計 2,393,599 3,080,029 2,513,100 2,669,348 2,711,965

2,433,955

実績額計 2,393,599 3,080,029 2,513,099 2,669,348 2,711,964 2,633,955

一般財源 2,193,599 2,992,429 2,313,099 2,469,348 2,511,964

200,000 200,000 200,000

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 200,000 87,600 200,000

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 10 9.4

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 18 18

事業全体としての課題
　負担の世代間公平の原則から地方債の活用を図っていますが，地方債残高は増加傾向にあり，その対応が
課題となっています。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

実質公債費比率
起債元利償還金実質負担額÷（標準税収入額等＋普通交
付税収入）

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政基盤の確立を目指します。

　過年度に借入れした地方債について，償還年次表に基づき，当該年度における元金を償還します。事　業　の　概　要

目 ０１　元金

主な内訳 償還金利子及び割引料

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
438

元金償還費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １２　公債費

項 ０１　公債費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

実績値

299

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

　健全化判断比率等を考慮し，引き続き起債残高を適切な範囲で抑制していくとともに，財政計画に基づき市債の効果
的な活用を図っていきます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

登録手数料支払実績 地方債発行により必要となる登録手数料 千円

491

執行率 100 ％ 64.71 ％ 37.81 ％ 60.4 ％ 60.53 ％ 100 ％

予算額計 573 887 775 495 494

491

実績額計 573 574 293 299 299 491

一般財源 573 574 293 299 299

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 10 9.4

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 18 18

事業全体としての課題 　低利な起債への借換えを行うことで，手数料が増加する場合があります。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

実質公債費比率
起債元利償還金実質負担額÷（標準税収入額等＋普通交
付税収入）

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
安定的な財政運営の確立を目指します。

　建設事業等のため起債した元利償還金の手数料を支払うための経費です。事　業　の　概　要

目 ０３　公債諸費

主な内訳 役務費

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市全体

事業名
734

公債諸費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １２　公債費

項 ０１　公債費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 財政課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

H26年度

実績値

243

243

5エレベーター点検回数
定期点検　４回／年
法定検査　１回／年

回

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

安全で快適に過ごせるよう，適切に庁舎の維持管理を行います。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

清掃業務日数
日常清掃（常駐２名）
ワックス塗布（年３回）
窓ガラス清掃（年２回）

日

設備管理業務日数
常駐３名（建築物環境衛生管理技術者，電気工事士（高圧），ボイ
ラー１級技師，危険物乙種第４類）

日

159,246

執行率 82.67 ％ 97.47 ％ 91.68 ％ 94.8 ％ 93.06 ％ 100 ％

予算額計 93,525 93,798 114,981 98,681 165,459

156,760

実績額計 77,321 91,428 105,419 93,552 153,969 159,246

一般財源 75,254 89,896 103,368 91,630 151,696

0 0 0

その他 2,067 1,532 2,051 1,922 2,273 2,486

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 629,535 530,229

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

kwh

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 900,000 900,000 900,000

事業全体としての課題
仮設庁舎5棟及びまちづくり館（分庁舎）に分散して業務を行っているため，市民サービス
の低下，高度情報化・バリアフリー化及び維持管理費の節減対策への対応などに限界があり
ます。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

電気使用量 石岡市役所での年間電気使用量

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
使いやすく，安全な施設環境の維持を目指します。

市庁舎の光熱水費，電話料金の支払いのほか，各設備機器の保守点検委託による維持管理，
夜間警備，電話交換，清掃委託等を行い，庁舎の維持管理を行います。

事　業　の　概　要

建築物における衛生的環境の確保に関する法律
　等

目 ０５　財産管理費

主な内訳 需用費(施設維持管理用品費，電気料)，役務費

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

来庁者及び職員

事業名
121

市庁舎維持管理経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

H26年度

実績値

15

1

0測量委託件数 測量委託をした件数 件

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

財産の貸付や売却を進め，利用されていない資産の圧縮を図ります。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

除草委託箇所数 除草委託をした箇所数 箇所

不動産鑑定件数 不動産鑑定を委託した件数 件

3,564

執行率 79.62 ％ 76.24 ％ 66.98 ％ 77.21 ％ 78.12 ％ 100 ％

予算額計 2,615 2,550 7,250 2,457 4,227

3,564

実績額計 2,082 1,944 4,856 1,897 3,302 3,564

一般財源 2,082 1,938 4,856 1,897 3,302

0 0 0

その他 0 6 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 839.69 1,358.51

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

㎡

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 2,115.03 2,115.03 2,115.03

事業全体としての課題
行政改革推進法の施行により，財産の貸付や，財産の売却を積極的に行うことによって，資
産の圧縮を図ります。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

公有地売却面積 公有地を売却した面積

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
財産利用の促進と利用者の確保

普通財産の管理を行います。事　業　の　概　要

目 ０５　財産管理費

主な内訳 委託料，借地料

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

石岡市所有の普通財産及び利用者

事業名
134

施設維持管理経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

実績値

1

0

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

公有財産の適切な管理に努めます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

研修会参加回数 茨城県都市管財事務研究会による研修会の参加回数 回

セミナー参加回数 茨城県電力協会によるセミナーへの参加回数 回

567

執行率 80.12 ％ 91.81 ％ 114.15 ％ 59.69 ％ 67.61 ％ 100 ％

予算額計 1,167 476 16,737 382 423

566

実績額計 935 437 19,105 228 286 567

一般財源 312 437 19,105 227 285

0 0 0

その他 0 0 0 1 1 1

0 0

県支出金 623 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 16,251 7,017

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

千円

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 1,000 1,000 1,000

事業全体としての課題

公有財産の管理において，所管課でしか把握できない状況や管理区分が不明確なところもあ
るため，全ての財産を一元的に把握できる仕組み作りを検討する必要があります。
また，資料作成等によるコピー用紙の使用量が増加傾向にあります。また，印刷機器等の使
用に伴うコスト削減のためにも，消費電力等を抑えた機種の導入を検討する必要があります。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

公有財産売却額 公有財産の売却額

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
適切な把握と管理を目指します。

庁舎内にある管財課管理の事務機器等の保守管理及び関係機関との調整を行います。事　業　の　概　要

目 ０１　一般管理費

主な内訳 需用費(事務事業用品費等)

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

公有財産

事業名
224

管財事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

H26年度

実績値

117

80

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

車両の安全と効率的な使用が図れるよう車両管理を行います。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

公用バス運転業務委託 公用バスの１年間の運行日数 日

共用車稼働率
共用車の使用日数／245日
（公用バスを除く）

％

10,380

執行率 85.52 ％ 89.61 ％ 88.76 ％ 88.62 ％ 88.06 ％ 100 ％

予算額計 9,498 9,209 12,766 11,696 12,043

10,380

実績額計 8,123 8,252 11,331 10,365 10,605 10,380

一般財源 8,123 8,252 11,331 10,365 10,605

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 27 16

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

台

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 27 18 18

事業全体としての課題
年式の高い車両が増加しており，それに伴い修理等の維持経費が増大しています。また，近
年は環境への関心が高まっており，低燃費車，低公害車の積極的な導入が求められています。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

車両数 管財課で管理している車両数

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
適正な整備，適正な利用への啓発

共用の公用車の安全な運行ができるよう，適正な維持管理を行います。事　業　の　概　要

道路運送車両法　等
目 ０５　財産管理費

主な内訳 需用費(自動車燃料)，役務費(保険)，委託料

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

公用車

事業名
545

公用車維持管理経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

H29年度

実績値

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

新庁舎建設に向け，関係部署との調整を図りながら，早期の供用開始を目指します。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

753

執行率 ％ 100 ％ 100 ％ 99.73 ％ 100 ％ 100 ％

予算額計 0 500,201 500,301 376 500,752

0

実績額計 0 500,200 500,301 375 500,752 753

一般財源 0 500,000 500,000 0 500,000

0 0 0

その他 0 200 301 375 752 753

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 0 0

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

回

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 0 0 0

事業全体としての課題
庁舎の建設には多額の資金が必要になるため，計画的な資金の積み立ての他，その他の財源
の確保を図る必要があります。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

新庁舎の供用開始
新庁舎の建設を行い，新庁舎の早期供用開始を
目指します。

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
安全で安心できる庁舎の整備により，より良い市
民サービスの提供と効率的な行政運営を行います

庁舎施設を維持又は更新するため，庁舎整備に係る資金の積み立てを行います。事　業　の　概　要

地方自治法第241条，石岡市基金条例
目 １１　庁舎整備基金費

主な内訳 基金，利子

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

市民，来庁者，職員

事業名
7406

庁舎整備基金費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 １３　諸支出金

項 ０１　基金費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

実績値

27,393

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

ふるさと応援寄附が容易にできるようシステムの改善・導入を検討します。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

石岡市ふるさと応援寄附金申込
者数

石岡市ふるさと応援寄附金に寄附された件数 件

75,170

執行率 ％ ％ ％ 97.71 ％ 90.9 ％ 100 ％

予算額計 0 0 0 147,548 198,532

60,136

実績額計 0 0 0 144,172 180,467 75,170

一般財源 0 0 0 144,172 180,467

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 15,034

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 21,669 27,393

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 3,078 22,000 28,000

事業全体としての課題
市外からの寄附者が大幅に増加しているため，寄附者のﾃﾞｰﾀ管理，寄附者に贈る返礼品の確
保及び的確な配送処理事務に時間を要しています。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

石岡市ふるさとづくり寄附金申
込者数

石岡市ふるさとづくり寄附金に寄附された件数

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
ふるさと応援寄附を行っていただきます

ふるさと応援寄附に関する事務を行います。事　業　の　概　要

目 ０１　一般管理費

主な内訳 需用費,郵便料

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

石岡市に関心を持ち寄附をいただいた方

事業名
8479

ふるさと応援寄附経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

H29年度

実績値

1

0

建設工事 新庁舎建設に係る建設工事 回

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

新庁舎建設の進捗状況など，適切な時期に広報等を行い，市民の理解を得ながら早期の完成を目指しま
す。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

基本設計 新庁舎建設に係る基本設計 回

実施設計 新庁舎建設に係る実施設計 回

2,313,377

執行率 ％ ％ ％ 48.19 ％ 80.14 ％ 100 ％

予算額計 0 0 0 125,601 114,523

960,629

実績額計 0 0 0 60,526 91,779 2,313,377

一般財源 0 0 0 60,526 91,779

0 0 555,300

その他 0 0 0 0 0 797,448

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 0 0

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

回

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 0 0 0

事業全体としての課題
新庁舎建設に係る財源の確保や，市民等との合意形成が必要です。また，市民の安全・安心
を支える庁舎の建設に向け，早期の供用開始を目指す必要があります。

成
果
指
標

項        目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

新庁舎の供用開始
新庁舎の建設を行い，新庁舎の供用開始を目指
す。

施  策 02      庁舎の整備・行政サービスの充実
意図

（どのように）
安全で安心できる庁舎の整備により，より良い市
民サービスの提供と効率的な行政運営を行います

本庁舎は，施設の老朽化や，東日本大震災により被災し，震災後実施した被災度調査におい
て「恒久復旧がなされるまで使用禁止」にあてはまる結果となったため，現在，５棟の仮設
庁舎を建設し，そこで業務を行っています。
そのため，防災拠点としての機能を十分に果せず，また来庁者に不便を来たしていることか
ら，防災拠点としての機能強化や，より良い市民サービスの提供及び効率的な行政運営を行
うため，新庁舎の建設を進めます。

事　業　の　概　要

目 ０６　庁舎建設事業費

主な内訳 委託料，工事請負費

体
系

政  策
07      時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政運
営・経営）

顧客
（誰を）

市民，来庁者，職員

事業名
8645

新庁舎建設事業
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 管財課　庁舎建設推進室



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

3

6,438

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

市民サービス・満足度向上のため，各種証明書等の窓口交付及び郵便請求について，原則当日発行及び発送を行ってい
ます。今後もサービスの維持に努めてまいります。
土浦税務署等が開催する税研修会に積極的に参加し，租税教室の内容の充実を図り，小学生の段階から税についての知
識を広めていく活動を行ってまいります。
軽自動車補足事務においては，関東陸運振興センター等から送付される申告書を確実に入力することで，適正な課税に
努めてまいります。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

税務関係機関負担金
都市税務協議会負担金　　　　　 　　　7,000円
土浦地区税務協議会負担金　　　　  　36,900円
軽自動車税課税客体捕捉事務負担金　413,000円

件

税証明書等発行件数
市・県民税関係証明書等  2,755件（うち公用  2,491件）
軽自動車関係証明書等          15件
固定資産税関係証明書等  3,668件（うち公用  1,447件）

件

1,506

執行率 96.45 ％ 83.23 ％ 92.78 ％ 85.24 ％ 85.54 ％ 100 ％

予算額計 1,352 1,616 1,565 1,565 1,542

1,506

実績額計 1,304 1,345 1,452 1,334 1,319 1,506

一般財源 1,304 1,345 1,452 1,334 1,319

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 0 0

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 0 0 0

事業全体としての課題

各種証明書交付時間を迅速化することがサービスの向上に繋がるため，総合窓口との業務分担及び連携が必
要です。
また，地方税法の改正は毎年のように行われるため，適正な課税を行うに当たり，職員個々が法令等への理
解を深め，知識を向上させることが必要です。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

証明書発行事務に係る不服申立て件数
迅速な証明書発行事務処理を行うことで，不服申立て件
数０件を維持していくことを目標とします。

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
窓口及び郵便での請求に対し証明書等の交付を行います。

市・県民税，固定資産税・都市計画税，軽自動車税に関する各種税関係証明書等の発行事務を行っておりま
す。
また，頻繁に改正される地方税法等へ対応するための実務提要追録等書籍の購入や税研修会等へ参加するこ
と，県内市町村においては統一して軽自動車の補足を行っていることなどにより，知識の向上及び事務の効
率化を図っています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０１　徴税総務費

主な内訳 需用費  負担金補助及び交付金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

証明書を必要としている市民，法人等

事業名
27

庶務関係経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

1

1

1エルタックス負担金
一般社団法人地方税電子化協議会への負担金
1,100,000円

件

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

エルタックスの利用事業者が年々増加しています。これにより提出書類が，紙からデータへ代わり，当初賦課に向けて
の事務処理を効率的に行うことができています。今後も継続して利用促進を図り，効率的かつ適正な課税をしていく必
要があります。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

エルタックス用パソコン機器
リース料

年間　147,420円 件

エルタックス用パソコン機器
保守業務

年間　77,241円 件

12,703

執行率 91.44 ％ 88.21 ％ 93.48 ％ 97.22 ％ 92.71 ％ 100 ％

予算額計 13,327 12,633 12,770 12,976 13,990

11,719

実績額計 12,186 11,143 11,938 12,615 12,970 12,703

一般財源 11,406 10,337 10,727 10,857 11,236

0 0 0

その他 780 806 937 937 972 984

0 0

県支出金 0 0 274 821 762 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 12,013 13,628

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 10,315 12,013 13,628

事業全体としての課題

限られた職員で大量の課税資料を整理しています。
また，例年の申告事務においては多数の申告相談を円滑に進めながら大量の課税資料を迅に整理できるかが
課題です。当該申告事務に当たっては，市職員（税経験者等）の流動化により協力を得ていますが，人的面
ではさらに協力が必要な状況です。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

エルタックス利用件数
利用事業者数（償却資産・法人市民税・給与支払報告）
の前年度実績を上回る件数を目標とし ます。

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
適正な賦課を行い，市・県民税及び法人市民税の課税につ
いて理解をしていただきます。

市・県民税及び法人市民税を適正に課税するための事務費を計上しております。
地方税法及び石岡市税条例に基づいた課税データの保存，並びに申告受付から賦課への課税事務を行ってい
ます。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０２　賦課徴収費

主な内訳 需用費  負担金補助及び交付金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市内に住所又は事業所を有する個人及び法人

事業名
28

市県民税賦課事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

71,000

2,500

95時点修正委託料 土地評価下落に伴う修正率の算出します。 地点

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

適正・公平な課税を行うため，既存の業務実施体制を見直し，より精度の高い効率的な業務システムを確立していきま
す。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

名寄帳電子化業務委託料 名寄帳を電子データ化し，課税資料とします。 件

土地家屋現況図異動修正委託料
地番現況図修正　1,000筆，家屋現況図修正　700棟，国土調査完了地区修正
800筆を地番図に反映します。

件

47,912

執行率 84.75 ％ 90.99 ％ 91.01 ％ 92.31 ％ 88.98 ％ 100 ％

予算額計 50,996 28,081 46,515 32,104 14,229

47,912

実績額計 43,217 25,551 42,333 29,635 12,661 47,912

一般財源 43,217 25,551 41,781 27,820 11,887

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 552 1,815 774 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 27.23 42.42

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 30 50 75

事業全体としての課題

限られた職員で固定資産税等の課税及び課税資料の作成していますが，膨大な量の評価業務を行うため臨時
職員を雇用しながら対応しています。
また，広範な市域において適正・公平に課税するために，職員の評価技能向上や事務処理の 迅速化・効率
化が求められます。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

・現況（課税）地目調査
・未確認物件調査
・償却資産実態調査

現況（課税）地目，未確認物件，償却資産実態の調査を
実施し，その進捗率を指標として，自 主財源の安定的な
確保を目指します。

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
適正・公平に課税を行い，固定資産税に対し理解
をしていただきます。

賦課期日における固定資産（土地・家屋・償却資産）に対し，適正・公平に固定資産税・都市計画税を課税
するための事業です。納税通知書の印刷・発送に係る費用や評価に関連する委託料等を計上しています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０２　賦課徴収費

主な内訳 需用費  委託料

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

納税義務者　課税客体

事業名
141

固定資産税賦課事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

600

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

適正かつ迅速な還付処理を継続することで，税行政の信頼性を維持していく必要があります。還付システムを活用しな
がら遺漏のないよう，還付事務を行ってまいります。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

還付処理件数
還付（加算金含む。）件数
・個人市民税　406件　・法人市民税  137件
・固定資産税　  49件　・軽自動車税       8件　合計  600件

件

31,000

執行率 85.69 ％ 91.26 ％ 98.18 ％ 98.82 ％ 99.96 ％ 100 ％

予算額計 61,428 37,818 70,134 57,170 40,129

31,000

実績額計 52,640 34,512 68,857 56,498 40,114 31,000

一般財源 52,640 34,512 68,857 56,498 40,114

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 0 0

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 0 0 0

事業全体としての課題

法人市民税の還付は景気の動向に左右され，確定申告の額が中間申告で納付した額を下回る場合に，高額還
付となる場合があります。 また，個人については，消費税等の税負担が増えたことで税への関心が高ま
り，過年度分の 申告書の提出（確定申告，修正申告）により少しでも税額を抑えようと，税額更正をする
方が増えています。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

還付事務に係る不服申立て件数
適正かつ迅速な還付処理を行うことで，不服申立て件数
０件を維持していくことを目標とします。

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
市税過誤納還付金を迅速に還付し，税行政への信頼性を高
めていただきます。

地方税法及び石岡市税条例に基づいた還付事務を行います。
還付金は，申告書の提出（確定申告，修正申告）による賦課更正を原因として，徴収金に過 誤納が発生す
るもので，その都還付処理を行っています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 １３　諸費

主な内訳 償還金利子及び割引料

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市内に住所又は事業所を有する個人及び法人

事業名
357

過誤納還付金
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０１　総務管理費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

1

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

（一財）資産評価システム研究センター主催等の研修事業には毎年参加しており，職員の評価技能向上に効果を発揮し
ています。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

資産評価システム研究センター
負担金

（一財）資産評価システム研究センター負担金　人口5万人以上20万人未満の
市　90,000円

件

330

執行率 69.7 ％ 87.27 ％ 93.33 ％ 95.76 ％ 92.42 ％ 100 ％

予算額計 330 330 330 330 330

330

実績額計 230 288 308 316 305 330

一般財源 230 288 308 316 305

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 6 6

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

人

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 6 6 6

事業全体としての課題
地方税法の改正など固定資産税関係の制度改正は毎年のように行われるので，適正な課税を行うために，通
常業務に加え，職員個々が法令等への理解を深めより高度な知識習得をして いくことが求められます。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

固定資産税関係の専門研修への
参加人数

職員の評価技能向上のための研修参加人数

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
固定資産税に対する理解を深め，適正・公平な課
税を行う

固定資産税・都市計画税を適正に課税するために関係する事務費を計上した事業です。
頻繁に改正される地方税法等へ対応するための書籍費や，固定資産税の調査研究・研修事業等を行っている
（一財）資産評価システム研究センターへの負担金を計上しています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０１　徴税総務費

主な内訳 需用費  負担金補助金及び交付金

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

納税義務者  課税客体  市職員

事業名
446

固定資産税関係経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

98.06

98.58

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

公平な課税の観点から，申告調査及び未申告者に対して申告関係書類を送付し，申告をしてもらうよう催促を行ってお
ります。今後も継続して行っていきます。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

市県民税申告者の割合
（支払報告書含む。）

申告予定者数    61,295人
申告者数　       60,104人

%

法人市民税申告事業所の割合
申告予定法人数  1,828件
申告法人数　　  1,802件

%

414

執行率 85.37 ％ 44.17 ％ 94.09 ％ 86.12 ％ 76.77 ％ 100 ％

予算額計 376 446 389 389 465

414

実績額計 321 197 366 335 357 414

一般財源 321 197 366 335 357

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 96.79 98.06

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

%

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 95 95 95

事業全体としての課題

公正な課税を行う上で，調査により未申告者及び扶養親族が重複している申告者に対し通知等を発送してい
ますが，アパート等での単身世帯等では反応が得られないケースが増えて います。
また，未申告法人を把握するためにより多くの情報が必要となるため，税務署及び県との密接な協力体制を
図る必要があります。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

市県民税申告者の割合
（支払報告書含む。）

申告者予定者数÷申告者数

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
公平な課税を行いうことで，税行政への信頼性を高めてい
ただきます。

市・県民税及び法人市民税を公平に課税するための事務費を計上しております。
申告者等への扶養親族調査及び未申告調査を行い，賦課更正及び未申告者への催促を行っております。
また，未申告法人については，現地調査等により実態調査を行っています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０１　徴税総務費

主な内訳 需用費

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

市内に住所又は事業所を有する個人及び法人

事業名
645

市県民税関係経費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

25

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

納税義務者の所在不明調査を行うことにより，課税の適正化を行っています。さらなる公平・公正な課税を行うため，
滞納車両について追跡調査を行い，課税の適正化を図る必要があります。

平成29年度以降

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

所在不明調査
所有者所在不明車両について追跡調査を行い，公示送達の減少を目指します。
返戻72件  - 判明47件  =  公示送達25件

件

3,157

執行率 79.81 ％ 86.86 ％ 83.11 ％ 99.96 ％ 98.1 ％ 100 ％

予算額計 2,318 2,374 2,362 2,377 2,153

3,125

実績額計 1,850 2,062 1,963 2,376 2,112 3,157

一般財源 1,818 2,062 1,945 2,376 2,097

0 0 0

その他 32 0 18 0 15 32

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 29 25

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

件

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 23 23 23

事業全体としての課題
納税通知書発送後に宛先不明で返戻される郵便が毎年発生しています。転居・転出等を繰り返し納税義務者
が所在不明になっている車両について，追跡調査を行う必要があります。
また，廃車手続きをせずに放置してしまう納税者も多く，滞納額の増加につながっています。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

軽自動車税
公示送達数

所有者所在不明車両について追跡調査を行い，公示送達
の減少を目指します。

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
適正・公平に課税を行い，軽自動車税の課税について理解
をしていただきます。

軽自動車税を適正に課税するための事務費を計上しています。
地方税法及び石岡市税条例に基づいた課税資料の保存，並びに軽自動車税申告書等に基づいた課税を行って
います。
また，原動機付自転車及び小型特殊自動車について，ナンバープレートの交付を行っています。

事　業　の　概　要

地方税法  石岡市税条例
目 ０２　賦課徴収費

主な内訳 需用費

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

主たる定置場が市内である軽自動車等の所有者又は使用者

事業名
740

軽自動車税賦課事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 税務課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

1

287

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

収納事務と滞納整理を実施し,収納率が向上しました。
引き続き適正な収納業務と滞納整理を行いつつ，職員の専門性の知識向上を図るとともに，収納管理や 滞納管理シス
テムの機能向上を図る必要があります。 また，広報誌やＨＰなどを利用して納税に関する啓発活動を充実させていき
ます。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

納税貯蓄組合連合会負担金の支
出件数

租税完納を達成するため，納税意識の高揚等の活動を行う納税貯蓄
組合連合会への負担金の支出件数

件

休日納税相談件数
土曜日に行っている休日納税相談日の納税相談と納付受付件数の合
計（目標値はＨ23．Ｈ24年度の実績を参考とした）

件

923

執行率 100 ％ 100 ％ 98.02 ％ 83.62 ％ 46.61 ％ 100 ％

予算額計 168 677 101 745 871

923

実績額計 168 677 99 623 406 923

一般財源 168 677 99 623 406

0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0

県支出金 0 0 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 92.61 93.82

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 91 92 94

事業全体としての課題

税法改正による地方への財源移譲による市民の重税感に加え，年少扶養控除の廃止等低所得
者層への負担が増えており，これまでの長引く不況の影響とあわせ，滞納者が増加しており，その様態も複
雑・多様化の傾向にあります。 そのため，納税意識の啓発に努め，滞納に至らないように納税機会の拡大
を図るとともに， 滞納者への適切で迅速な対応が必要です。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

市税収納率
市税（住民税・資産税・軽自動車税）の収納率
※県内他市との比較ができることから過年度国保税は除
いた数値とする

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
適切な徴収業務を行い市税等の収納率の向上を図

ります。

健全な財政運営を図るため，自主財源を確保し，市民の税負担の公平性を高める必要があり
ます。 そのため，納税貯蓄組合連合会への負担金の支出など納税意識の高揚・啓発に関する事業を 行いま
す。

事　業　の　概　要

国税徴収法，地方税法
目 ０１　徴税総務費

主な内訳

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

納税義務者

事業名
358

納税管理事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 収納対策課



平成28年度事務事業評価シート

達成年度

平成29年度

実績値

370

22,624

9,057催告書の送付件数
年度内の催告書の送付件数の合計
（目標値は滞納者精査により約5,000件に減ったが，現年度のみの滞納者への
発送回数を増やし，計7,000件の数値を指標とした）

件

事業の成果と今後の方向性 見直し年度（目標年度）

収納業務と滞納整理を実施し，収納率が向上しました。
引き続き，納税環境の整備と様式の工夫による督促状・催告状の効果向上に努めつつ，適正に事務を行 っていきま
す。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

指　標　名 説　明　等 単  位

財産差押件数
当該年度に石岡市が行った財産差押件数合計
（目標値は，これまで行った多量の財産調査により，今後は新たな財産の発見
が難しい状況のため，480件の数値を指標とした）

件

市税の口座振替件数 市税（市民税・資産税・軽自動車税）の口座振替対象者件数 件

35,337

執行率 99.83 ％ 82.26 ％ 89.84 ％ 95.91 ％ 89.31 ％ 100 ％

予算額計 56,381 39,502 25,356 35,218 38,771

32,851

実績額計 56,284 32,495 22,779 33,778 34,628 35,337

一般財源 53,380 26,293 19,876 30,874 31,633

0 0 0

その他 2,904 3,183 2,903 2,904 2,995 2,486

0 0

県支出金 0 3,019 0 0 0 0

財
源
区
分

国庫支出金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

現年度
（予算額）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

実績値 92.61 93.82

事  業  計  画

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

過年度
（決算額）

％

年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

目標値 91 92 94

事業全体としての課題

税法改正による地方への財源移譲による市民の重税感に加え，年少扶養控除の廃止等低所得
者層への負担が増えており，これまでの長引く不況の影響とあわせ，滞納者数は横ばいであ り，その様態
も複雑・多様化の傾向にあります。 そのため，滞納者に対する適切で迅速な滞納整理に努める必要があり
ます。

成
果
指
標

項         目 指　　標　　名 指標設定の考え方及び算式 単  位

最終目標

市税収納率
市税（住民税，資産税，軽自動車税）の収納率
※県内他市との比較が出来ることから過年度国 保税は除
いた数値とする

施  策 08        行財政改革の推進
意図

（どのように）
適切な滞納整理を実施し，市税等の徴収率の向上

を図ります。

健全な財政運営を図るため，市税等（固定資産税都市計画税・市県民税・軽自動車税・国民
健康保険税）の適切な滞納整理（徴収・滞納処分・執行停止・欠損処分）を実施し，徴収率を向上させ，財
源の確保と市民の税負担の公平性を高めます。

事　業　の　概　要

国税徴収法，地方税法
目 ０２　賦課徴収費

主な内訳

体
系

政  策
07        時代の変化に的確に対応できるまちへ（ 行政
運営・経営）

顧客
（誰を）

納税義務者（滞納者）

事業名
749

収納事務費
予 算

会計 ０１　一般会計

款 ０２　総務費

項 ０２　徴税費

根拠法令

担当部 課名

新規 廃止 財務部 収納対策課


